
令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
十
二
月
十
二
日
開
催
の
臨
時
社

員
総
会
の
決
議
並
び
に
大
阪
市
保
健
所
長
の
認
可
に
よ

り
、
令
和
八
年
六
月
十
六
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

令
和
八
年
七
月
十
日

大
阪
市
城
東
区
成
育
一
丁
目
七
番
七
号

医
療
法
人
成
義
会

清
算
人

桝
屋
加
奈
子

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
十
二
月
十
二
日
開
催
の
責
任
役

員
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を

有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
七
月
八

日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右

期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま

す
。令

和
八
年
七
月
十
日

富
山
県
砺
波
市
庄
川
町
三
谷
二
一
七
八
番
地

宗
教
法
人
大
安
寺

清
算
人

松
本

宣
雄

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
五
月
二
十
九
日
、
大
阪
地
方
裁

判
所
の
命
令
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を

有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
七
月
九

日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右

期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま

す
。令

和
八
年
七
月
十
日

大
阪
市
生
野
区
小
路
一
丁
目
二
三
番
一
三
号清

福
寺

清
算
人

弁
護
士

藤
田

知
美

連
絡
先

大
阪
市
北
区
梅
田
二

四

九
ブ
リ
ー

ゼ
タ
ワ
ー
一
二
階
弁
護
士
法
人
イ
ノ
ベ
ン
テ
ィ
ア

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
五
月
十
三
日
山
口
地
方
裁
判
所

下
関
支
部
の
解
散
命
令
に
よ
り
、
解
散
し
た
の
で
当
法
人

に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八

年
七
月
九
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下

さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら

除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
十
日

山
口
県
下
関
市
大
字
清
末
蔵
本
第
一
八
三
〇
番
地

宗
教
法
人
萩
教
会

清
算
人

弁
護
士

薄
井

健
太

連
絡
先

山
口
県
下
関
市
南
部
町
二
番
七
号

弁
護
士
法
人
ラ
グ
ー
ン

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
一
月
三
十
日
開
催
の
責
任
役
員

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年

七
月
八
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
十
日

宮
城
県
仙
台
市
太
白
区
八
木
山
緑
町
二
一

一
〇

宗
教
法
人
向
山
基
督
教
会

清
算
人

木
村

章
子

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
六
月
二
日
目
的
た
る
業
務
の
成

功
の
不
能
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載（
令
和
八
年
七
月
八
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
十
日

宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
枡
沢
七
七
番
地
一

医
療
法
人
社
団
真
仁
会

清
算
人

鎌
田
ゆ
か
り

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
六
月
三
日
大
阪
地
方
裁
判
所
の

命
令
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る

者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
七
月
八
日
）
の

翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内

に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
十
日

大
阪
府
高
槻
市
芥
川
町
一
丁
目
一
〇
番
二
三
号

同
得
寺

清
算
人

弁
護
士

橋
本

匡
弘

連
絡
先

大
阪
市
中
央
区
本
町
三
丁
目
五
番
七
号

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
土
地
改
良
区
は
、
令
和
八
年
五
月
二
十
八
日
、
徳
島

県
知
事
の
認
可
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
土

地
改
良
区
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載

（
令
和
八
年
七
月
八
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は

清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
十
日

徳
島
県
徳
島
市
東
吉
野
町
二
丁
目
四
番
地

渭
北
渭
東
土
地
改
良
区

代
表
清
算
人

岸

忠
夫

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
六
月
四
日
高
松
地
方
裁
判
所
丸

亀
支
部
の
命
令
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
七
月

八
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

令
和
八
年
七
月
十
日

香
川
県
坂
出
市
久
米
町
一
丁
目
一
四
番
一
四
号

坂
出
商
工
会
館
３
階
坂
入
法
律
事
務
所

宗
教
法
人
原
照
寺

清
算
人

坂
入

誠

第
三
十
四
期
決
算
公
告

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

資
産
の
部

（
単
位
・
円
）

資
産
の
部
計

八
、
二
四
一
、
〇
〇
三

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部

（
単
位
・
円
）

負
債
の
部
計

七
〇
六
、
六
三
四

正
味
財
産
の
部
計

七
、
五
三
四
、
三
六
九

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部
計

八
、
二
四
一
、
〇
〇
三

令
和
八
年
七
月
十
日

東
京
都
練
馬
区
西
大
泉
六
丁
目
一
九
番
二
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人
サ
ウ
ス
ユ
ー
ベ
エ
フ
シ
ー

代
表
理
事

池
田

泰
二

第
二
十
四
期
決
算
公
告

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

（
単
位
・
円
）

資
産
の
部

資
産
の
部
計

五
七
六
、
七
三
〇
、
八
七
四

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部

負
債
の
部
計

一
〇
三
、
〇
六
五
、
一
五
六

正
味
財
産
の
部
計

四
七
三
、
六
六
五
、
七
一
八

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部
計

五
七
六
、
七
三
〇
、
八
七
四

令
和
八
年
七
月
十
日

東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
二
五
番
地

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
防
災
士
機
構

理
事
長

松
﨑

茂

第
十
五
期
決
算
公
告

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

単
位
・
千
円

資
産
の
部

流
動
資
産

二
七
九
、
三
〇
四

固
定
資
産

一
四
一
、
七
三
二

資
産
の
部
合
計

四
二
一
、
〇
三
七

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流
動
負
債

一
四
四
、
〇
六
五

（
賞
与
引
当
金
）

（
五
九
、
二
五
九
）

固
定
負
債

三
三
、
五
七
六

（
退
職
給
付
引
当
金
）

（
三
三
、
五
七
六
）

負
債
の
部
合
計

一
七
七
、
六
四
一

株
主
資
本

二
四
三
、
三
九
六

資
本
金

七
五
、
〇
〇
〇

資
本
剰
余
金

七
五
、
〇
〇
〇

資
本
準
備
金

七
五
、
〇
〇
〇

利
益
剰
余
金

九
三
、
三
九
六

そ
の
他
利
益
剰
余
金

九
三
、
三
九
六

（
う
ち
当
期
純
利
益
）

（
四
二
、
六
九
六
）

純
資
産
の
部
合
計

二
四
三
、
三
九
六

負
債
及
び
純
資
産
の
部
合
計

四
二
一
、
〇
三
七

令
和
八
年
六
月
二
十
三
日

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
二
丁
目
三
番
八
号

Ｋ
Ｄ
Ｘ
新
横
浜
ビ
ル
四
階

株
式
会
社
ス
リ
ー
デ
ィ
ー

代
表
取
締
役

新
野

泰
寛

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
一
月
七
日
開
催
の
社
員
総
会
の

決
議
並
び
に
大
阪
府
知
事
の
認
可
に
よ
り
令
和
八
年
六
月

十
七
日
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載（
令
和
八
年
七
月
六
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

令
和
八
年
七
月
十
日

大
阪
府
豊
中
市
新
千
里
東
町
一
丁
目
二
番
三
号

ザ
・
千
里
レ
ジ
デ
ン
ス
二
〇
二

医
療
法
人
藤
田
整
形
外
科

清
算
人

藤
田

秀
隆




		2026-07-09T14:40:41+0900
	C＝JP,O＝Cabinet Office,CN＝Cabinet Office
	NationalPrintingBerau
	内閣府より署名済み


	



